タイカ 21カジョウ ヨウキュウ ノ コウショウ ニ オケル アリガ ナガオ ニ ツイテ トクシュウ コクサイ カンケイ ト ニホン ノ ショモンダイ by 熊  達雲 et al.
対華21箇条要求の交渉における有賀長雄について
(<特集>国際関係と日本の諸問題)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(3 ) 長居穣『明治大正のさ話相 VOL!6 大限重信と第一次世界大韓j講談社，
昭和59年1月.130頁。
(4) 豊邸前掲書， 54頁。
( 5 ) 盤邸前掲畿 55頁白





( 9 ) 内邸前掲讐， 77頁。
(10) 内回前掲審.78頁。
(11) 謀議会最重『東亜先覚志士記伝J(中犠)願書爵.1966'苛6月.572真。
(12) 重量臨穣書官掲書.139-140頁。
(13) 轍脳機前掲欝.142-143J害。
(14) r対支務量産善後策JI競売新開j1915年4月24円朝刊2H語。
(15) 豊岡議前掲香.138J言。
(16) 尾崎譲『台野作迭と中田j中央公議最新社.2008年5月.146夏。
(17)占野作進議集』第8巻154-155頁)尾鰭護『古野作造と中国i中央公論
栓.2∞8年5月.175頁よりヨi用e
(18) r対支外交関豊富論議(4)JI競売新開J1915年4月鴻日朝刊z断。
(19) JI随稔『原敬と1軍事者錦j中公新著書.34頁。
(20) 玉叢生綴 r50年来中留年日本i第5巻.78J{。
(21) ミE~室生寝前掲審. 173-174貰。
(22) 信夫棒平前掲回顧談.21葉。
(23) 中国語は次的溺申で晶品。「余以骨議事重持巴久，線療設主主打開，議拘線章電磁
議，首青密遺公府軍車問有賀義雄博士，回睡向日本元義務遇。線続開，此署管有数
研究年報 社会科学研究 第２９号（２００９年２月１５日）
６４
否 P余答者賞博士在日本不但挙者地位根氏他在理i治初年設元通告書記持，他是
元老的幹事，輿際興宗発照準首主於元議方面，顔宥繍源。討本政府望号於元老
後再尊重。元義務まま持輩有遠見之人，若告以第五議穣件中不健於繭閣不事IJ，
且易引起人民仇日之心。我曾典有資重量遜路次交・情責主他亦復且L轟然。讃
緯銃密見書誌銀以詞色，懇切相托.告主必青銭力。総統遂特召有賀進府，告
以i記次日本提出的覚書，自外交部繕次長議最大之努力，以liIJ日本之願望。今
日置公使又要求商議日本希望後件之第五項，賞雀令我為華量，諮問酒向元老詳
細競瞬，置費其諒解，覇軍全F語圏之友誼。草寺必然諒解我意，並政府轟醸情払務
請蕃為論書事。有賢果然自f音響韓，頼回鼠議力向元老報告，力議事j答。時自本
元者以松方正義侠最欄心中園情形，有賀見松方候陳設此次中属政府己強力商
結日本軍量密おと各線，日置公鏡瓦婆商議帯要録件之第五議，未免選人太甚， I華
怪中園政府為重量不骨商議。松方侯識調第五議，依未知)It，瓦藤省駕報告第五
域内容，麗議官宅義之fS，喜重ap召F草加藤外相，藤間偽費望書中有第五項， j，ぜ以波
有報告?加藤総選是希望僚件。松方瑚訟.n証書住民ゑ希望燦件，野方不麟閣議，
JlP不騒強遜爾議，設若交渉決裂，体何w..量産?加藤答，不f普使府武力，不出
三個月中巌ilJ完全制量。松方笑紘莫要把中陣肴得太車霊，蓉滞語主力，恐三年
末必成功.i畠設三月，感速由行善虞(日本塁幸普嵐之欝，意顔綴重}。加藤知主義
宥曹滋雪，議令聖堂援宥賀，不許行動，幸宥駕日完全報告案。J(曹汝擁{一生
之題機}容赦毅蕗宇土.1966年.125-126頁)
(24) 室li義正『松方正義』ミネルパ審房.2∞5年6月.364頁。
(25) 豊田穣前掲審.131頁。
(2活) !嘉文は次のとお唱であるor一日高畷，侯ヲ茶話事ニ訪ヒ，談，外交ノ事ニ亙
フヤ，線機然トシテ様ヲ疋ミン高明ニ向テヨク，凡ソ外交ノ要ハ天地/公選ニ
恭ツキ国際的信義ヲ重量ンスルニアリ，然'"ニ近来支軍事ニ対スルノ政難ハ一時
/機謀総略ζ 出テ，議モ日文章韓蕃ノ察ヲ見ルコト音量ハス，j走レ禍根ヲ両年ニ
賂Jえそノニ非スシテ符ソヤ。抑よそ日文ノ親善ハ東亜ノ危局ヲ土持スル所以ニ
シテ，瓦我カ帝国富衛ノ遭ナワ.M轟レソ支那ヲ威喝シ，之ヲ以テ仇棒タラ
シムルカ如キノ拙策ヲ弄スルモノソ。首巧ハ A誠ニ若カス，信ヲ他ニ失シテ，
童日何ソ自ラ罰滅ヲ保ツヲ得ンヤ。由来国際関犠ハキ目瓦ノ利益体誠ヲーニスル
ヲ以テ緊要トス。量生ニ我重k'J 'IJ jンテ，後独ワ損スルハ彼ノ犠へサル所ナワ。
若'"夫レ披ニ誠意ナシトスルモ，其誠意ノ有無ハ我ノ朔フ所ニ非ス。彼ヲ誘
静tj〆綾ヲ普毒事スJレハ世界ニ於ケル我帝国ノ殺置ヲ車違ニ強顕ナラシムルミ二存
ス。 f&リ帝展ノ対支車生策ハ唯タ支部ー霞ニ事f;<;ル/政策ニ非民シテ，実ニ世
界ニ対スル所以ナワ。荷シテ其世界ニ対スル根本ノ大主義ハNPチ天地ノ公選
ニ基キ，図書襲信義ヲ重ン且Jレニアルコト線新以来終始 A買ノ方針ニアラ見ヤ。
荷カモ何ソヤ対支条項ノー君事ヲ総撤シテ，情然機ツル草野ナク，却テ外顕窃'J
串j扶セヲレテ，帝E壁ノ面目ヲ失ヘルカ郊キ喜重劣ノ策ニ出ツルヲ為スカト。J
{藤村進監修『松方正義関係文書第5巻(侯爵松方正議書事実記) 5 J昭和
58年12月，大東文化大学東洋研究所， 236--お7Ju 1，):お，日本語訳文は豊田
前掲書のものを使っている。
（２７） 「１９１５年６月１０日在中国日置公使ヨリ加藤外務大臣宛電報 条約及公文全
部発表セラレタル旨報告ノ件 付記 ６月９日北京ニ於ケル有賀博士ト通信
記者トノ会見録」，外務省編『日本外交文書』大正４年第３冊上巻，外務省発
行，昭和４３年３月，５３３～５３４頁。
（２８） 信夫淳平前掲回顧談，２０頁。
（２９） 「大正３年４月１０日井上邸に於いて大隈伯，井上侯第一会見談記」憲政史
料館『井上馨文書』［３７］No：６７－［１］－６）
（３０） 「国防方針改定意見書」『山縣有朋意見書』３７４～３７５頁，室山書，３６５頁よ
り引用。
（３１） 室山前掲書，３６５頁。
（３２） 『松方正義関係文書』第１１巻，２２～２５頁。室山書３６６頁より引用。
（３３） 青柳篤恒より高田早苗宛の書簡（大正３年５月２１日）（早稲田大学中央図書
館『大隈文書』イ１４B～１６NO：３０１）のなかでは，次のようなくだりが書か
れている。「１３日付御手書昨夜到着難有拝受仕候……時局に対し大隈伯へ対す
る義務として可成詳密なる報告可申上旨御来諭に拠り早速有賀博士とも御相
談申上候処」と。また，信夫淳平の回顧談にも次のように述べている。脳溢
血「以来の自身の不健康状態に顧み，袁世凱から大隈侯を通じての顧問傭聘
の内儀に始めて接せられた折には，自身余り支那行に乗気もしなかつた。兄
思ひの令弟長文君からも，やはり健康上辞退然るべしとの切なる忠言もあつ
たやうに聞いた。けれども大隈侯は先生に受任方を勧め，青山国手も憂ふる
ことなかるべしとの診断を先生に与へたので，先生は遂に甘諾するに至つた。
而して愈々赴任といふ折に，大隈侯は先生に袁世凱との関係を緊密にし，特
に袁をして充分我国に相頼らしむるの必要なることを説き，先生は侯のこの
意を体して北京へ赴任したものである。」（P１９信夫淳平「有賀長雄博士の十
三回忌に際し」『外交時報』第６６巻，第６８５号，昭和８年６月１５日）
（３４） 信夫淳平前掲回顧談，１９頁。
（３５） 「１９１５年６月１０日在中国日置公使ヨリ加藤外務大臣宛電報 条約及公文全
部発表セラレタル旨報告ノ件 付記 ６月９日北京ニ於ケル有賀博士ト通信
記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文書』，大正４年第３冊上巻，５３３
～５３７頁。
（３６） 「有賀長雄より曾彝進宛の電報（同年４月２３日）王芸生前掲書，２２０頁。
（３７） 「本大臣ハ貴官ニ訓令シ貴官ヲシテ改メテ陸総長ニ対シ懇談的ニ帝国政府
ハ飽マテ本件交渉ノ平和円満ナル解決ヲ熱望スル次第ナルモ 支那政府ニシ
テ日本ノ立場ヲ諒シ大局ニ鑑ミ我要求ヲ容ルルニアラザレハ日本ハ其目的ヲ
達スルガ為メニ他ニ手段ヲ求メザルヲ得ザルニ至ルベク万一右ノ如キ場合ニ
至ラバ両国国交上ノ不幸之ヨリ大ナルモノナカルベキニ付支那政府ニ於テモ
篤ト考量ノ上我要求ヲ応諾スルコトニ致スヘク……尚先方ニ於テ其態度ヲ改
メザレハ帝国政府ハ止ムヲ得ザルニ付其必要ト信ズル手段ヲ執ルベキ旨ヲ支
対華２１箇条要求の交渉における有賀長雄について
６５
那政府ニ通告シ」と。（「加藤外務大臣ヨリ在中国日置益公使宛（電報） 中
国ヲシテ我提案ヲ承諾セシムル為ノ威圧手段ニ付考慮中ナル旨内示ノ件」前
掲外務省編『日本外交文書』，２０６頁。
（３８） 「在中国日置益行使ヨリ加藤外務大臣宛（電報） 曹汝霖ニ対シ時局ノ重
大性ニ付警告竝我要求応諾勧説ノ件」前掲外務省『日本外交文書』，２１１頁。
（３９） 王芸生前掲書，１８７頁。
（４０） 「在中国日置益公使ヨリ加藤外務大臣宛（電報） 曹次長来訪我警告ヲ袁
大総統ニ伝達ノ旨竝我提案第二号一，二，三条ニ同意ノ旨申越ノ件」，前掲外
務省『日本外交文書』，２１２頁。
（４１） 王芸生前掲書２００頁。
（４２） 「日本駐在大使館文書」王芸生前掲書，２１０頁。有賀電報の原文は見つから
ないため，日本語は中国語より訳されたものである。
（４３） 譲歩案は次の通りである。「要求第二号ノ南満問題ハ第二条第三条ヲ除ク外
双方均シク既ニ同意シテ決議シタリ。第二条第三条モ原案ニハ既ニ同意シタ
リ唯ダ左ノ一項ヲ加ヘント欲スルノミ内地雑居ノ日本人ハ須ラク支那国ノ警
察ニ服従シ賦税ヲ照納スヘシ民事刑事ノ訴訟ハ仍ホ条約ニ照シテ弁理ス唯ダ
日支両国民間ノ土地及借地契約ニ関スル訴訟ハ支那官吏ヲシテ裁判セシム
此ノ件ハ土耳格ノ先例ヲ参照シタルモノナリ，然ルニ日本公使ハ警察及賦
税ニモ日本領事ノ条件ヲ附セントシ，土地訴訟ニ付テハ共同ノ裁判ヲ主張セ
リ
支那政府思フニ警察賦税ハ純然タル内政ノ事務ナルガ故ニ外国ノ干渉ヲ受
クルヲ便トセズ土地訴訟ニ至テハ土地ノ主権ニ関係シ地方ノ習慣ニ依ルコト
多キカ故ニ共同裁判ニ附シ難シ因テ此ノ二件ハ力メテ固守シ未タ允諾セズ実
ニ此ノ上ハ譲歩スルノ余地ナシ
東蒙古ニ至テハ未タ開化セス外人ノ住居ハ甚タ危険ナリ未タ南満ト並論ス
ヘカラズ
南満ノ各条ハ支那政府曲ケテ日本ノ要求ニ従ヒタリ唯タ上述ノ一点ニ付テ
ハ日本政府ノ同意ヲ得テ以テ友誼ノ記念ヲ留メンコトヲ切ニ希望ス」と。
国会立憲資料館「井上馨関係文書」（No：２６３９４３ ６～４）ただ，資料には
９日しか表示されていないが，王芸生編前掲書２１１頁と照合してみれば，この
電報は４月９日に打電されたものであると判明した。
（４４） 「日本駐在大使館文書」王芸生編前掲書，２１７頁。
（４５） 王芸生前掲書，２１７頁。
（４６） 王芸生前掲書，２１７～２１８頁。
（４７） 王芸生前掲書，２１８頁。
（４８） 「在中国日置益公使ヨリ加藤外務大臣宛（電報） 第２４回談判ニ於テ東部
内蒙古第五号及漢冶萍ノ問題ニ関シ商議ヲ試ミタルモ中国側ノ態度強硬不誠
実ナルニ付請訓ノ件」，前掲外務省『日本外交文書』，３２９～３３１頁。
（４９） 「在中国日置益公使ヨリ加藤外務大臣宛（電報）中国の態度硬化ノ原因ニ
研究年報 社会科学研究 第２９号（２００９年２月１５日）
６６
関シ回申ノ件」前掲外務省『日本外交文書』，３３２～３３３頁。
（５０） 前掲外務省『日本外交文書』，３３５～３３６頁。
（５１） 「在中国日置公使ヨリ加藤外務大臣宛（電報）彼我民論ノ趨向ト我対支政
策トニ鑑ミ最後ノ決心ヲ以テ具体的協定案ヲ押付クルノ方策ニ付上申ノ件」，
前掲外務省『日本外交文書』，３３１～３３２頁。
（５２） 王芸生前掲書，２１８頁。
（５３） 王芸生前掲書，２１８頁。
（５４） 王芸生前掲書，２１９頁。
（５５） 「４月２２日加藤外務大臣ヨリ在中国日置公使宛（電報）第２６１号（極秘至急）
我最後譲歩案決定ニ付訓令ノ件」，前掲外務省『日本外交文書』，３３７頁。
（５６） 「４月２２日加藤外務大臣発日置公使宛電報未決条項ニ関スル我最後譲歩案」
（第２６２号別電） 前掲外務省『日本外交文書』，３３８～３３９頁。
（５７） 「４月１２日加藤外務大臣ヨリ在中国日置公使宛（電報）第五号各項ニ関ス
ル我方譲歩ニ付並内蒙古問題等ニ関スル我主張貫徹方ニ付訓令ノ件」（第２３４
号），前掲外務省『日本外交文書』，３１４～３１５頁。
（５８） 「陸宗輿より外交部宛の電報（１９１５年４月２４日）」，王芸生前掲書，２２１頁。
（５９） 元老の無責任問題について，信夫は次のように指摘している。「元老といふ
は妙なもので，己れは人の説を可なりとし，それが国家のためであると信ず
るにしても，己れ自身進んで之を齎して政府当局者に忠告するの憎まれ役は
勤めたくない。況して之がため万一にも政局に動揺を来すやうなことの責任
は決して執りたくない，といふ所から，その憎まれ役を次から次へと譲り，
その責任を己れは回避せんとする。そこに元老心理なるものが常に発露す
る。」信夫淳平前掲回顧談，２１頁。
（６０） 「１９１５年６月１０日在中国日置公使ヨリ加藤外務大臣宛電報 条約及公文全
部発表セラレタル旨報告ノ件 付記 ６月９日北京ニ於ケル有賀博士ト通信
記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文書』，５３３～５３７頁。
（６１） 信夫淳平前掲回顧談，２１頁。
（６２） 前掲「有賀博士ト通信記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文
書』，５３３～５３７頁。
（６３） 信夫淳平前掲回顧談，前掲『外交時報』２０頁。
（６４） 「山縣有朋井上馨宛書簡」『井上関係文書（憲政史編纂会収集文書６５７～
６７３）』。原文は下記の通りである。「新緑之時節ニも不拘天候頗る不順ニ候処
御安息御支リハ無之哉御静養所祈候佐手昨日ハ有賀長文御遣し被下外交上外
務との応答之事並漢冶萍之一条共委曲伝承仕候今回対支談判閣議誰ハ我々ニ
も時々報告可致様外相ニ及示談宜候併シ未た彼より回答無之候聊何たる一報
も無之候一昨朝有賀長雄来訪投書之事ニ付談合有之候間暫時相避ケ居候方可
然と申聞候処炎地ニ可罷越との事ニて同人より事情御承知と存候彼是事情を
推考し萬一政府より圧迫手段ニ出候事ハ無之様ニ察し候付き昨日秘書官を内
相ニ遣し真相尋させ候処如別簡申来候間供内覧候別ニ圧迫か誰を取候様等ハ
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無之候へ共有賀の前約を履行致さゝりしより彼是疑図を生候事ハ明瞭ニ相見
候御一覧後有賀ニ申供し彼有之印如何と存候余事後鴻ニ譲時下御自愛専祈申
宣候草々不尽」。解読は山梨県立博物館学芸員高橋修によるもので，衷心より
謝意を表したい。
（６５） 前掲「有賀博士ト通信記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文
書』，５３４～５３５頁。
（６６） 『読売新聞』１９１５（大正４）年５月７日朝刊５面。
（６７） 前掲「有賀博士ト通信記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文
書』，５３５頁。
（６８） 「有賀長雄より井上馨宛書簡）立憲資料館「井上馨関係文書」（No：２６３９１３
６～１～４）
（６９） 前掲「有賀博士ト通信記者トノ会見録」，前掲外務省編『日本外交文
書』，５３６頁。
（７０） 信夫淳平前掲回顧談，前掲『外交時報』２２頁。
（７１） 「有賀長雄より井上馨宛書簡」立憲資料館「井上馨関係文書」（No：２６３９１３
６～１～４）
（７２） 信夫淳平前掲回顧談，前掲『外交時報』２２頁。
（７３） 信夫淳平前掲回顧談。
（７４） 「牧野大臣ヨリ山座公使宛（書簡），第２２１号，大正２年８月１９日」日本外
交史料館『外国官庁に於いて本邦人雇入関係雑件（清国の部）六』）
（７５） 「臨時代理公使小幡酉吉ヨリ加藤高明外務大臣宛（第２２９号）」日本外交史
料館『外国官庁に於いて本邦人雇入関係雑件（清国の部）六』。
（７６） 駱恵敏編，劉桂梁訳『清末民初政情内幕――莫理循書信集』上海知識出版
社，１９８６年，５８２頁。
（７７） 「林公使ヨリ本野外務大臣宛（電報）第１００３号」大正６年７月１８日，」日
本外交史料館『外国官庁に於いて本邦人雇入関係雑件（清国の部）六』。
（７８） 日本外交史料館『外国官庁に於いて本邦人雇入関係雑件（清国の部）六』。
（７９） 「本野外務大臣ヨリ林公使宛電報（第５８８号）大正６年８月１８日，日本外交
史料館『外国官庁に於いて本邦人雇入関係雑件（清国の部）六』。
（８０） 「有賀長雄よりモリソン宛の書簡」（１９１７年８月８日）駱恵敏編，劉桂梁訳
前掲書，６６９頁。
（８１） 「曾彜進より有賀宛の手紙」国会立憲資料館「井上馨関係文書」（No：
２６３９４３ ６～３）
（８２） 「対支政策意見」は山県有朋も賛成した。『松方正義関係文書』第５巻２３５
頁によれば，同年１０月９日に，松方は宮中で山縣有朋に会ったとき，「対支政
策意見」を寺内に提出する前に山縣に手渡し，彼の意見を求めた。当日の夜，
山縣はこの意見書を閲覧し，翌日に松方宛に手紙を出し，「昨日於宮中接手仕
候対支政策高論昨夜細詳拝読仕リ処老生等平素唱導致候主義ニ符合し寸毫之
意見も無之早速当局者へ御示し相成度事と希望致し」とある。
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（８３） 藤村通監修『松方正義関係文書』第５巻，大東文化大学東洋研究所，１９８３
年１２月，２２９～２３５頁。
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